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カス　｝アの話
ロバ1ト’G・エイトケン将士
1肋夕べ早く東天を鞭と二つ嘱く星tl・・’，他哩よ塙く懸って，約鍔
離れ，其の一一つの星はもう一つの星の殆んど二上にあり，3月の夕べには天頂
に達するのが瞳を捕へる．此の二星は冬室では最も光輝ある星では旧い．それ
よのもシリウス，プロシオン，リゲル，ベテルギウズ，アルデバラン及びカペ
ラ等は凡て一暦輝やかしV・存在であるが，此の内どの星にしても古代人の星物
語には此の二星以上に光榮ある地位をかち得て居らない．此の二星は古代砂話
　　　　　　　　　　　　　　ゲミニから，其の星座の名に由回した三子の如く，カストアとポルックスと呼ばれて居
る．其の記録された歴史は，レグの有名な讐子の古代脚話よりも飴程以前のも
のである・然し此の二星が天上界の隻子であるといふ考は昔から普遍的で，例
へば古代のアッシリヤ入，アングロ・サクソン人叉はポリネシや島人等相互に
掛け離れた人々からも「隻子」と見下されて居た事は珍らしい二二である．カ
ストアやポルックスはギリシャ人やロマ人の中にあって，特に航海者達に親しみ
　　　　　　　　　　ブイギユアしヘッドの目で崇敬され，屡々船首飾となって居た．例へば聖パウロが難船の後「カ
ストアとポルックスの號ある」船でマルタ島を出爽した事が思ひ出される・
　袋では隻子の星の一つカストアのみに就いて誌して見よう．カストアは三子
の星の中のα星であるが，現在では少々光度が落ちて居る．然し昔しは明，るV・
方の星であったといふ讃糠も若干ある．カストアは白く，ポルックスは黄鳥色で
ある．尤も肉眼で見た相違は，此の二二の紳話上の三子を傷つける程著しくは
なV・．然し榊話を止むなく拗げうたねばならなくなったのは，近代の望遠鏡槻
測に基づくのである．此の二星が讐子である事とは全く相違した關係のないも
ので，又地球から全く違った距離にある許りではなく，違った方向に，違った
速度で室聞を巡って居るといふ二面は悲しい事である．
　共の償ひの意味で，望遠鏡はカストア自膿が只一個の星ではなくて，一つの
星は他の星の明るさの約2倍に當る封の星である事實を誰明した．之は1719年
にBra・　dleyとPondが磯見したもので，其の後40年経ってBradleyは叉此の
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二星を咽ぶ線が其の方向を30。程攣化した事に注日した・然し此の蓮動ぱ二星
の相互引力に基づくものだとは氣附かなかった．此の大三見をしたのは　Sir
William　Herschelであって，彼は規則正しく約25〃年もカストアや其他多く
の明るい二重星を測定し，1803年に至ってカストアと其他5個の二手星が眞の
蓮星帥ち「引力の法則に依って一つのシステムを作って居る二個の星」である
とV・ふ確定的な誰明を磯表する事が出來た．
　勿論斯うV・ふシステムになって居る二つの天醒は一つの共通な重心を周轄し
て居る．然し田子の相互運動を観測する事が出子るのみであるから，明るい方
の星を不動星と認め，其れに就いて淡い方の星の位置を測定するのが普通であ
る．時が來れば，斯ぐして得られたヂ1タは相互の軌道が一暦大きいのは例外
として，二星が描いた實際の軌道と正確に等しV・相互の軌道を計算する事が出
來る．
　Herschelの時代以後斯ういふ性質の測定がカスFアに就いて何百回と行は
れた．筆者は其等の凡ゆる測定を基にして，小さ）・方の星が1719年，1759年，
　　　　　　　　　　　　i：・「　　更va　1793年に，閉るV・方の星に封し相互
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關係は現はす各回をつないだ方向を挿圖
にした位置を描V・て見た．斯くして其の
蛮見から1927年までの208年間に件星は
一公縛360。の中，146。だけ周鯨した事が
注目される．若し地球上の厄介な大氣が
　　　　　　　　　絶えず邪魔をせす，
　　　　　　　gn’　　　　　機械が全く完全で，
其の上，眼や擬測者の技能が三二である
とすれば絆星の観測した位置は凡て正確
に楕圓の曲線上にあり，3ぐKeplerの面
積法則に一致する筈である．EPち1828．0
年から1848．0年の問に描かれた楕圓の弧
は1848．0年から1868．0年或は1868．0年か
ら1888．0年の問に描かれたものとピツタ
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リー致する筈である．斯ういふ状態であれば，之等3っの槻測が如何様に行は
れても，眞の軌道の計算には充分である．不幸にも観測した位置は凡て不可避
の「観測上の誤差」の影響を受けるし，之等凡てが一緒になって，其の軌道決
定は未だ充分ではない・三三の周期は長くて500年或は（其れ以上恐らく）短か
くて300年である．併し乍ら三星は今や見掛け上の楕圓の「端を廻った」事が
注目される・今後io年乃至12年聞の運動は，多分信頼すべき軌道が計算される
程，其め未來のコ1スを決定する事になる．
　カストア迄の距離は其の硯差に就いて近代に至って幾つかg）違った方法で決
定されて，極めて一・致した結果を示して居るので，極めて正確に解って居る．
即ち其の値として0・”08を探用ナれば40・75光年の距離に等しvl．現在此の二つ
の俘星は見掛け上4．”5の距離だけ離れて居る．假りに其の軸道が照準線に垂直
な雫面にあるとすれば，之は其等の間の距離が56天文三位（地球から太陽まで
の距離の56倍）になる事を意味する．但し其の軌道の卒面は天球面に可成りの
角度だけ確かに傾いて居る．現在此の二星の間の眞の距離は殆えど120天：自軍
位以上で，太陽から最も遠距離にある冥王星の距離の3倍であると確言出回る．
　之で此の興味深V・システム全艦に就いて決して言ひ鑑して居らない．1896年
にPulkova天文肇のBelopolskyは淡V・方の星が分光三星である事を磯見し，
1904年にはLick天文豪の℃urtisは明るV・方の星も同様に分光連星である事
を磯見し疫．其の當時Curtisの研究は此の淡V・方の星を含む二つの三星は實
際に2．93日の周期で圓軌道を巡って居るのに，此の眼覗連星の明るい方を形づ
くって居る二三は9．22日の周期で極めて特異な軌道（離心率は0．50に等しい）
を廻って居ると立誰した．何れの場合にしても，小さV・方の俘星は極めて淡く
て，・爲眞乾板に其のスペクトル線を記録することは出來なV・．其の上周期2．93
日の封の星は他のものS約6倍の質量があるものと思はれる．有効なディタを
凡て解剖して，RusseHは撒年後，其の全艦のシステムの質量は太陽の約65倍
である事を立誰した．
　現在でも此の話は不完全である．明るい封の星から73”離れた所には9等星の
淡い赤味がかった星がある．之は明るい劉の星と同距離にあって，同じ割合で
同じ方向に旧聞を周韓して居る事を示して居る．換言すれば之は物理學的に明
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るV・方の星と開係がある．其の上叉分光連星でもある・其の二つの作星は殆ん
ど同じ光度と質量のものであり爾者の線はスペクトル爲眞に記録されて居る．
叉JoyとSanford二三に嫉れば，之はα81日の周期で圓軌道を巡って居る．
之等の結合された質量の最小値は太陽の1．2倍で，其の眞の質量は可成り大き
いらしい．
　次にカストアぼ顯著な重星システムである．此の二つの明るい三星は一周曹
350年乃至其れ以上を要する冥王星の軌道より一三大きな軌道を共通な中心を
周って居る．同時に此の件星の明るい方は小さい楕圓を旧いて，目に見えない
作星と共に9日毎に一周韓する．叉淡い方であるが，質量の大きな方の星は其
の目に見えぬ件星と共に一丁小さく，殆んど園軌道を3日毎に周韓して居る．
一一菇ｾるい星の聞の距離の16倍以上掛け離れた所に，周期1日の10分の8の淡い
蓮星の図星がある．
　望遠鏡で見える3個の星は何＋億年前に共通な起原を有って居た事を推測す
れば星の公轄に關する一般的な考と　一一SCする・即ち後H何かの理由で明るV・封
の星の淡い方であるが，質量の大きV・方の俘星が二つに分離されて，最初は表
画に接下して三韓し，漸次押し離されて一一rg楕圓軌道を廻るやうになった．近
代に至って，回るV・方の星は分離し，街叉後に遠方の伴星も分離した．併し之
とても’尚一暦熟慮を要する問題ではある．實際之等の過程乃至結果に就いては
残念乍ら今爾正解な智識を撃ち合さないのである．（中村開炉）
　　　　　　　　　　　　地殻下層の粘性
　緯度の攣動の一一・“3には，所謂“14ヶ月週期”なるものがある．下れが何故に
幾十年闇にもわたって存回するかは，天：文學的にも，地球學的にも不思議であ●
るが，米國のNorman　A．　Gaskell氏は地質學的の見地から，地殻下暦（As－
thenosphere）即ちイソスタシ1の成立してみる地下に於V・て，粘性を約3×102i・
〔c．9．s．軍位〕と算出し，其の弛緩年歎を260年とした．之れによると，2000
粁の廣さにわたって卒衡状態となるには18000年かXる勘定となる．因みにH、
Jeffreys博士が著書“The　Earth”中に書いた所によると緯度攣化が50年間も
二二するためには二二の粘性は5×102e〔c．・9．　s．三位〕．以上となる．　（Obs．763）
